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教 職 第 ６ 号 の １ ６平成３０年５月１０日各 市 町 村 教 委 教 育 長各 学 校 （ 園 ） 長
奈良県教育委員会教育長

平成３０年度奈良県教育委員会教育職員免許法認定講習の

実施についてこのことについて、下記により実施しますので、教職員にお知らせいただきますようお願いします。 記１ 目 的教育職員免許法（昭和２４年法律第１４７号）の規定に基づき、教職員に対し免許状取得に必要な単位を修得する機会を与え、ひいては教職員の資質の向上を図ることを目的とする。２ 講習会場奈良教育大学 奈良市高畑町３ 講習期間第１講座 平成３０年８月２２日（水）、８月２３日（木）第２講座 平成３０年８月２９日（水）、８月３０日（木）４ 受講資格(１) 幼稚園、小学校又は中学校教諭の１種免許状を取得する場合幼稚園、小学校又は中学校教諭の２種免許状を有し、現在幼稚園、小学校又は中学校（特別支援学校の幼稚部、小学部、中学部及び中等教育学校の前期課程を含む。）に勤務している教員(２) 特別支援学校教諭１・２種免許状を取得する場合ア 幼稚園、小学校、中学校又は高等学校教諭の免許状を有し、現在学校に勤務している教員（２種免許状を取得する場合）イ 特別支援学校教諭２種免許状を取得した後、免許状の当該学校に勤務している教員

殿
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(３) 養護教諭１・２種免許状を取得する場合養護教諭２種又は養護助教諭免許状を有し、現在学校に勤務している養護教員(４) 栄養教諭１・２種免許状を取得する場合管理栄養士又は栄養士の免許状を有し、現在学校等に勤務している学校栄養職員５ 対象免許状及び受講定員免許状の種類 講座１ 講座２幼 稚 園 教 諭 １ 種 教 職小 学 校 教 諭 １ 種 教 職中 学 校 教 諭 １ 種 教 職特別支援学校教諭１・２種 特別支援教育養 護 教 諭 １ ・ ２ 種 教 職栄 養 教 諭 １ ・ ２ 種 教 職受 講 定 員 ８０人 ８０人６ 講習日程、時間、科目及び講師等講座番号 日 程 講習時間 講習科目 講 師奈良教育大学８月２２日（水） 9:00～17:00 教 生徒指導の心理学１ 准教授８月２３日（木） 9:00～17:00 中山 留美子職 （第４欄） 准教授出口 拓彦特 奈良教育大学８月２９日（水） 9:00～17:00 別 肢体不自由教育総論２ 支 教授８月３０日（木） 9:00～17:00 援 玉村 公二彦教 （第２欄） 教授育 根來 秀樹７ 単 位修得単位は各科目とも１単位とし、定められた授業時数を出席し、試験その他による成績審査に合格した者に授与する。８ 受講料徴収しない。ただし、受講に要するテキスト代及び教材費等は受講者の負担とする。
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９ 受講申込み申込みは、郵送により行うこと。(１) 受講申込手続き受講希望者は、次の書類を提出すること。ア 平成３０年度奈良県教育委員会教育職員免許法認定講習受講申込書（別記様式１）イ 平成３０年度奈良県教育委員会教育職員免許法認定講習受講通知書（別記様式２）ウ 返信用封筒－ 長形３号（12㎝×23.5㎝）糊付き封筒に８２円切手を貼り、宛先を明記(２) 申込期限平成３０年６月１５日（金）消印有効(３) 申込先〒630-8502 奈良県教育委員会事務局教職員課 定数管理係表に「認定講習申込書在中」と明記すること。ＴＥＬ ０７４２－２７－９８０５10 受講者の決定(１) 受講希望者が定員を超える場合は、現在教諭の職にある者を優先し、在職年数・既修単位数等を考慮し受講者を決定する。(２) 特別支援教育に関する科目については、現在特別支援学校の教諭の職にある者を優先する。(３) 奈良県内の学校勤務者を優先し、受講人員に余裕がある場合には他府県からの受講を許可する。11 その他(１) 必要事項については、受講通知の際に連絡する。(２) 免許状取得に必要な単位数については、（別紙）を参考にすること。(３) 受講希望者が少ない講座については、講習を中止する場合がある。(４) 他府県で実施される認定講習の受講希望者は、奈良県教育委員会事務局教職員課定数管理係（担当：吉田）に概要を確認した上で、受講手続きをすること。
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（別紙）
上級免許状取得のための最低修得単位数上級免許状取得のための最低修得単位数上級免許状取得のための最低修得単位数上級免許状取得のための最低修得単位数１ 小学校・中学校１種免許状２種免許状での実務年数が１２年以上（４年制大学卒業等の場合は、６年以上）の場合※ 中学校は各教科の２種免許状での実務年数教 科 教 職 教科又は教職 合 計小学校１種 １単位 ７単位 ２単位 １０単位中学校１種 ３単位 ５単位 ２単位 １０単位２ 養護教諭１・２種免許状(１) 養護教諭１種免許状････････････２種免許状での実務年数が５年以上の場合(２) 養護教諭２種免許状････････････臨時免許状での実務年数が１０年以上の場合養 護 教 職 養護又は教職 合 計養護教諭１種 ４単位 ４単位 ２単位 １０単位養護教諭２種 ４単位 ４単位 ２単位 １０単位３ 特別支援学校教諭１・２種免許状(１) 特別支援学校教諭１種免許状････････････特別支援学校教諭２種免許状取得後、特別支援学校で教員として実務年数３年以上(２) 特別支援学校教諭２種免許状････････････幼稚園、小学校、中学校又は高等学校教諭免許状取得後、免許状の当該学校で教員として実務年数３年以上免許法施行 特 別 支 援 教 育 に 関 す る 科 目規則の科目区分 第１欄 第２欄 第３欄特別支援教育の 特別支援教育領 免許状に定められる基礎理論に関す 域に関する科目 こととなる特別支援 選 択 合 計る科目 教育領域以外の領域に関する科目特別支援学校 ４単位 １単位 １単位 ６単位１種特別支援学校 １単位 ３単位 ２単位 ６単位２種特別支援学校 肢体不自由教育免許状取得の 総論ための奈良県認定講習での開講科目
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４ 栄養教諭１・２種免許状(１) 栄養教諭１種免許状････････････管理栄養士免許取得後又は管理栄養士養成課程を修了し栄養士免許取得後、学校栄養職員としての実務年数が３年以上の場合(２) 栄養教諭２種免許状････････････栄養士免許取得後、学校栄養職員としての実務年数が３年以上の場合栄 養 教 職 合 計栄養教諭１種 ２単位 ８単位 １０単位栄養教諭２種 ２単位 ６単位 ８単位教諭又は養護教諭の普通免許状を有する者は、｢栄養｣に係る教育に関する科目の２単位のみで免許取得可能※ 現在、学校等に勤務している学校栄養職員に限る。
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別記様式１ 平成３０年度奈良県教育委員会教育職員免許法認定講習受講申込書都道府県 学校名勤務校・職名等 職 名 ＴＥＬ現 住 所 （TEL ）（フリガナ） 性別 年齢氏 名 生年月日 年 月 日取 得 希 望 ［ ］教諭［ ］種免許状・教科又は領域［ ］免 許 状 （中学校教諭免許状の場合は教科、特別支援学校教諭免許状の場合は領域を記入すること。）講座番号 科 目 名 講座番号 科 目 名受 講 希 望科 目 名 ［ ］教諭［ ］種免許状・教科［ ］取 得 年 月 日 年 月 日（取得希望免許状の基礎となる免許状を記入すること。）所有（基礎） 基礎となる免許状で勤務した年数 年 月(平成30年6月1日現在)免 許 状 （特別支援学級担任経験のある方） 年 月(平成30年6月1日現在)［ ］免許状取 得 年 月 日 年 月 日（栄養教諭免許状希望者は、管理栄養士又は栄養士のいずれかを記入すること。）取得希望免許状 科 目 名 単位数 科 目 名 単位数に関して認定講習等で既に修得した科目名及び単位数（履修科目がない場合は斜線を引くこと）奈良県単位台帳登録番号手話通訳・要約筆記の必要の有無 ( )手話通訳を必要とする ( )要約筆記を必要とする上記教員の受講を認めます。平成３０年 月 日学校（園）長名 印（注）１ 「奈良県単位台帳登録番号」欄は、必ず記入すること。記入例･･･「あ－３５４」のように記入し、初めて受講する者は「初」と記入すること。２ 用紙はＡ４縦長の大きさにすること。３ 手話通訳、要約筆記を必要とする場合は，必要な方に○印をつけること。
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別記様式２平成３０年度奈良県教育委員会教育職員免許法認定講習受講通知書
勤 務 校 都道府県 学校名現 住 所氏 名取 得 希 望 ［ ］教諭［ ］種免許状・教科又は領域［ ］免 許 状 （中学校教諭免許状の場合は教科、特別支援学校教諭免許状の場合は領域を記入すること。）講座番号 科 目 名 許 可 等受 講 希 望 ※ 許可 ・ 不許可科 目 名 ※ 許可 ・ 不許可

※ 平成３０年 月 日 奈良県教育委員会事務局教 職 員 課 長（注） １ ※欄以外は本人が記入すること。２ 用紙はＡ４縦長の大きさにすること。
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教 職 第 ９ ７ 号平成３０年５月１０日各 市 町 村 教 委 教 育 長各 公 立 小 ・ 中 学 校 長 殿各 県 立 学 校 長
奈良県教育委員会教育長

「大学院修学休業制度」による教員の大学院研修について（通知）このことについて、平成１３年４月１日施行の「大学院修学休業実施要綱」に基づき、専修免許状を取得するため大学院入学を平成３０年度中に志願する教員がいる場合、別紙「『大学院修学休業制度』による教員の大学院研修に関する留意事項」を参考にし、下記事項に留意の上、必要書類を取りまとめ提出願います。 記１ 提出書類(１) 市町村立（組合立）学校の教員（県費負担教員に限る。）の場合ア 受験同意願（第１号様式）イ 学校長副申（第２号様式）ウ 協議書（第３号様式）(２) 県立学校の教員の場合ア 受験同意願（第１号様式）イ 学校長副申（第４号様式）２ 提出先奈良県教育委員会事務局教職員課３ 提出期限受験する大学院の出願期間の初日の１か月前まで（外国の大学の場合は、２か月前まで）４ 備 考(１) 取得しようとする専修免許状に係る基礎となる免許状の所有を確認すること。(２) 各大学大学院の募集要項等については志願者各自で入手させること。
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(３) 受験同意及び休業許可手続等については、別添留意事項を参照すること。(４) 外国の大学院における専修免許状取得については、単位認定が必要であるため事前に県教育委員会へ相談すること。(５) 問合せ先奈良県教育委員会事務局教職員課 人事企画係（担当：表）ＴＥＬ ０７４２－２２－１１０１（内線 ５２３８）０７４２－２７－９８４４（直通）ＦＡＸ ０７４２－２４－７２５６
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＜別紙＞
「大学院修学休業制度」による教員の大学院研修に関する留意事項平成１３年４月１日施行の「大学院修学休業実施要綱」に基づき、教員が大学院を受験しようとする場合は、次の各点に留意して、手続をしてください。１ 資 格１ 資 格１ 資 格１ 資 格次の①～③のいずれにも該当する主幹教諭、教諭、養護教諭及び栄養教諭① 申請時において県内公立学校における３年以上の教職経験を有し、かつ、定年退職日までに５年以上の期間を有する者② 各大学の大学院募集要項に規定される資格を有する者③ 取得しようとする専修免許状に係る基礎となる免許状を既に所有し、専修免許状を新たに取得しようとする者２ 入学志願者の受験等に際する同意及び修学休業許可を得るための手続２ 入学志願者の受験等に際する同意及び修学休業許可を得るための手続２ 入学志願者の受験等に際する同意及び修学休業許可を得るための手続２ 入学志願者の受験等に際する同意及び修学休業許可を得るための手続① 市町村立（組合立）学校の教員（県費負担教職員に限る。）の場合・ 受験しようとする者は、受験同意願（第１号様式）及び学校長副申（第２号様式）を市町村教育委員会教育長に提出する。市町村教育委員会教育長は、協議書（第３号様式）に上記書類を添付して県教育委員会教育長に提出し、受験同意を得る。・ 同意を受けた受験者は、試験の結果を、合否の如何に関わらず、速やかに大学院等受験結果報告書（様式任意、通知書写し添付）により、市町村教育委員会教育長を通じ、県教育委員会教育長に報告する。・ 合格者は、速やかに修学休業許可申請書（第５・６号様式及び「大学院修学休業許可申請について（内申）」）を、市町村教育委員会教育長を通じ、県教育委員会教育長に提出する。② 県立学校の教員の場合・ 受験しようとする者は、受験同意願（第１号様式）及び学校長副申（第４号様式）を県教育委員会教育長に提出し、受験同意を得る。・ 同意を受けた受験者は、試験の結果を、合否の如何に関わらず、速やかに大学院等
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受験結果報告書（様式任意、通知書写し添付）により、学校長を通じ、県教育委員会教育長に報告する。・ 合格者は、速やかに修学休業許可申請書（第５・７号様式）を、学校長を通じ、県教育委員会教育長に提出する。３ 受験同意３ 受験同意３ 受験同意３ 受験同意次のいずれかに該当する場合は、県教育長は、同意願出者が試験を受けることに同意しないものとする。① 同意願出者の履修しようとする大学院の課程等が、当該履修により専修免許状の授与を可能とするような形態になっていないとき。② 大学院の課程等に係る在学形態が、当該同意願出者の本来の勤務と両立するものであるとき。③ 職務を通じて培った課題意識を基にして大学院の課程等において専門的な研究に従事することにより、その資質を高め、その研究の成果を学校教育に還元するという研修意欲が当該同意願出者において不十分であると認められるとき。④ 休業を許可することによって、学校運営、人事管理等における著しい支障が生じるものと認められるとき。４ その他４ その他４ その他４ その他① 大学院修学休業期間は、原則として２年以内で年を単位とする。（やむを得ない理由で、研修期間を延長しなければならない場合は、３年間を限度とする。）② 大学院修学休業期間内において休職・停職処分を受けた場合や、休学・退学、あるいは頻繁な授業欠席等研修状況に変化があった場合は、大学院修学休業許可の失効、取り消し等必要な措置をとる。
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（第１号様式）
大学院修学休業のための大学院等受験同意願年 月 日○○○教育委員会教育長 殿 所属校名職名 氏 名 印教育公務員特例法第５章の規定に基づく大学院修学休業をするために、下記のとおり、大学院の課程等に係る入学者選抜試験を受けたいので、受験に同意くださいますようお願いします。記１ 受験しようとする大学院の課程等(1) 名 称(2) 所在地(3) 履修予定内容(4) 入学者選抜試験① 出願期間 年 月 日 から 年 月 日 まで② 試験実施日 年 月 日 から 年 月 日 まで③ 受験結果（合否）判明日 年 月 日２ 大学院修学休業期間 年 月 日 から 年 月 日 まで（ 年間）３ 現在所有している免許状の種類及び当該免許状使用期間（受験年度末日現在）所 有 免 許 状 使 用 期 間年年年４ 取得しようとする専修免許状の種類 ［ ］５ 添付書類① 上記３の免許状の写し（両面コピーで校長の原本証明を受けたもの）② 履歴書③ 受験しようとする大学院の課程等に関する資料６ その他特記事項
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（第２号様式） 文 書 番 号年 月 日市町村教育委員会教育長 殿 学校長 氏 名 印
大学院修学休業のための大学院等受験同意について（副申）このことについて、 年 月 日付けで下記教員から別添のとおり、大学院等受験同意の願い出がありましたので、下記のとおり副申します。記１ 受験志願者氏名等職 名 氏 名 年齢 経験年数 現任校勤務年数 所有免許状及びその使用期間 校務分掌等年年（年齢及び経験･勤務年数・使用期間：受験年度末日現在）２ 受験を予定している大学院等及び専攻コース等大学院等及び専攻コース 取得予定専修免許状の種類 試験日 合格発表日

３ 学校運営上の支障の有無
４ 学校長所見
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（第３号様式） 文 書 番 号年 月 日奈良県教育委員会教育長 殿 市町村教育委員会教育長名 印
大学院修学休業のための大学院等受験同意について（協議）下記の教員が大学院修学休業のための大学院等の受験を志願しております。受験することに同意したいので、協議します。 記１ 受験志願者氏名等所属学校名 職名 氏 名 年齢 経験年数 現任校勤務年数 所有免許状及びその使用期間年年（年齢及び経験･勤務年数・使用期間：受験年度末日現在）２ 受験を予定している大学院等及び専攻コース等大学院等及び専攻コース 取得予定専修免許状の種類 試験日 合格発表日

３ 所 見４ 勤務状況５ 健康状況
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（第４号様式） 文 書 番 号年 月 日奈良県教育委員会教育長 殿 学校長 氏 名 印
大学院修学休業のための大学院等受験同意について（副申）このことについて、 年 月 日付けで下記教員から別添のとおり、大学院等受験同意の願い出がありましたので、下記のとおり副申します。記１ 受験志願者氏名等職 名 氏 名 年齢 経験年数 現任校勤務年数 所有免許状及びその使用期間 校務分掌等年年（年齢及び経験･勤務年数・使用期間：受験年度末日現在）２ 受験を予定している大学院等及び専攻コース等大学院等及び専攻コース 取得予定専修免許状の種類 試験日 合格発表日

３ 学校長所見
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（第５号様式）
大学院修学休業許可申請書 年 月 日奈良県教育委員会教育長 殿 申請者 所 属職 名氏 名 印下記のとおり、大学院修学休業の許可を申請します。記１ 現在所有している免許状の種類 ［ ］２ 取得しようとする専修免許状の種類 ［ ］３ 修学を予定している大学院等及び専攻コース等大学院等及び専攻コース 入学予定日 備 考

４ 休業予定期間 年 月 日 から 年間５ 過去に大学院修学休業を取得した期間（有・無） 年 月 日 から 年 月 日まで６ 履歴 （別添 履歴書のとおり）
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（第６号様式） 文 書 番 号年 月 日市町村教育委員会教育長 殿 学校長 氏 名 印
大学院修学休業許可申請について（副申）このことについて、下記の者が大学院修学休業を申請しておりますので、副申します。記１ 大学院修学休業申請者職 名 氏 名 年齢 経験年数 現任校勤務年数 校 務 分 掌 等（年齢及び経験･勤務年数：休業開始年４月１日現在）２ 修学を予定している大学院等及び専攻コース等大学院等及び専攻コース 取得予定専修免許状の種類 入学日 修学予定期間

３ 学校長所見
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（第７号様式） 文 書 番 号年 月 日奈良県教育委員会教育長 殿 県 立 学 校 長 名 印
大学院修学休業許可申請について（副申）このことについて、下記の者が大学院修学休業を申請しておりますので、副申します。記１ 大学院修学休業申請者職 名 氏 名 年齢 経験年数 現任校勤務年数 所 有 免 許 状（年齢及び経験･勤務年数：休業開始年４月１日現在）２ 修学を予定している大学院等及び専攻コース等大学院等及び専攻コース 取得予定専修免許状の種類 入学日 修学予定期間

３ 学校長所見
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文 書 番 号年 月 日奈良県教育委員会教育長 殿 市町村教育委員会教育長名 印
大学院修学休業許可申請について（内申）このことについて、下記の者が大学院修学休業を申請しておりますので、内申します。記１ 大学院修学休業申請者職 名 氏 名 年齢 経験年数 現任校勤務年数 所 有 免 許 状（年齢及び経験･勤務年数：休業開始年４月１日現在）２ 修学を予定している大学院等及び専攻コース等大学院等及び専攻コース 取得予定専修免許状の種類 入学日 修学予定期間

３ 教育長所見
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教 職 第 ９ ９ 号平成３０年５月１０日各 市 町 村 教 委 教 育 長各 学 校 （ 園 ） 長
奈良県教育委員会教育長

平成３１年度奈良県・大和高田市公立学校教員採用候補者

選考試験の実施について（通知）このことについて、別紙のとおり行いますので、通知します。

殿
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教 学 第 １ １ ５ 号平成３０年５月１０日各 市 町 村 教 委 教 育 長各 小 学 校 長
奈良県教育委員会教育長

「１日こども知事」の募集について（通知）このことについて、下記のとおり「１日こども知事」の募集を行いますので、応募についてよろしくお願いします。 記１ 目 的県庁などで行っている公の仕事に興味をもっている児童や、将来知事や市町村長になりたいという児童に、奈良県政に対する興味や奈良に対する愛着を深めてもらうとともに、次代を担う児童の純粋な夢を育む。２ 主 催奈良県、奈良県教育委員会３ 実施日時平成３０年８月３日（金） ９：５０～１４：３０４ 実施場所奈良県庁 奈良市登大路町３０番地５ 募集対象及び人数県内に在学する小学５・６年生 １０名程度６ 日 程９：５０～１０：２０ オリエンテーション１０：２０～１０：３５ 「１日こども知事」任命書交付１０：３５～１１：２０ 就任挨拶１１：２０～１２：１０ 模擬記者会見１２：１０～１３：００ 荒井知事と昼食・会談

殿
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１３：１０～１４：２０ 執務体験１４：２０～１４：３０ 記念撮影・記念品贈呈７ 応募について(１) 応募方法「知事になったら、こうしたい」をテーマにした作文（原稿用紙４００字程度）を作成し、小学校名、学年、氏名を記入の上、学校を通じて奈良県総務部知事公室政策推進課まで持参又は郵送すること。(２) 募集締切平成３０年６月８日（金）必着(３) 選考方法応募者が募集人数を超えた場合は、選考を実施する。その場合、文章の表現力等ではなくアイデアにより選考する。(４) 結果通知学校を通じて通知（７月上旬予定）する。その際、応募作文は返却する。８ 問合せ先、応募先〒630-8501 奈良市登大路町３０番地奈良県総務部知事公室政策推進課 政策推進係（担当：岸本）ＴＥＬ ０７４２－２７－８４７２９ その他実施当日は、教員又は保護者の方の同伴が必要。ただし、会場の都合上、同伴は２名までとする。
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教 学 第 １ ３ ５ 号平成３０年５月１０日各 市 町 村 教 委 教 育 長各 小 ・ 中 学 校 長各 中 等 教 育 学 校 長各 特 別 支 援 学 校 長
奈良県教育委員会教育長

平成３０年度第１学期奈良県算数数学教育研究発表会

の開催について（通知）このことについて、下記のとおり開催しますので、関係教員の参加についてよろしくお願いします。 記１ 趣 旨学習指導要領のねらいの一層の実現を図るため、算数・数学教育の指導内容や指導方法についての研修を深め、指導力の向上に資する。２ 主 催奈良県教育委員会、奈良県算数数学教育研究会３ 期日及び会場平成３０年６月２８日（木）県立教育研究所 磯城郡田原本町秦庄２２－１４ 参加対象者県内小学校、中学校、中等教育学校前期課程及び特別支援学校小・中学部の教員５ 日 程(１) 小学校部会１３：１５～１３：３０ 開会行事１３：３０～１４：４０ 研究発表１４：５０～１５：５５ 平成２９年度算数テストの結果と考察及び指導事例報告

殿
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１５：５５～１６：００ 閉会行事(２) 中学校部会１３：１５～１３：３０ 開会行事１３：３０～１５：５５ 研究発表１５：５５～１６：００ 閉会行事６ 内 容(１) 小学校部会ア 研究発表研 究 内 容 及 び 発 表 者 指 導 助 言 者○「深い学びの実現を目指した授業づくり－説明する力を伸ばす－」 奈良教育大学広陵町立真美ヶ丘第二小学校 今西 健 准教授 舟橋 友香田原本町立田原本小学校 後藤 弘○「算数科における思考と表現の評価」奈良市立都跡小学校 長浜 佐知子イ 平成２９年度算数テストの結果と考察及び指導事例報告報 告 者 指 導 助 言 者＜低学年部会＞１年生山添村立やまぞえ小学校 山岸 玲子 生駒市立生駒台小学校２年生 校長 生駒 有喜子葛城市立新庄北小学校 髙野 真彦＜中学年部会＞３年生奈良市立平城小学校 竹内 直樹 黒滝村立黒滝小学校４年生 校長 今北 吉彦奈良市立飛鳥小学校 平野 健太＜高学年部会＞５年生五條市立阪合部小学校 山口 泰次郎 奈良教育大学６年生 准教授 舟橋 友香安堵町立安堵小学校 梶原 慶祐
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(２) 中学校部会研究発表研 究 内 容 及 び 発 表 者 指 導 助 言 者○「ICT活用による効果的な授業づくり」大和郡山市立片桐中学校 河原 良太 県教育委員会事務局○「主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業実践」 学校教育課葛城市立新庄中学校 山本 洋介 指導主事 北村 貴之７ 参加申込み平成３０年４月５日付け週報第２２９１号掲載の参加基本様式により、職名、氏名を記入の上、平成３０年６月１１日（月）までに下記宛てＦＡＸで申し込むこと。大和高田市立磐園小学校 教諭 菊谷 勝哉ＦＡＸ ０７４５－２２－０５５２なお、小学校部会の参加者は、平成２９年度会誌を持参すること。
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教 学 第 １ ３ ７ 号平成３０年５月１０日各 市 町 村 教 委 教 育 長各 学 校 長
奈良県教育委員会教育長

平成３０年度における教科書展示会の開催について（通知）このことについて、別表の教科書センター及び教科書センター分館において、平成３０年６月１５日（金）から７月１３日（金）までの間実施しますので、関係者にお知らせくださるとともに、教科書研究についてよろしくお願いします。

殿



- 39 -

〔別表〕
奈良県教科書センター一覧表 (30.4.1)地区 名 称 所 在 地 教科書の種類（利用施設名） 電話番号第１ 奈良教科書センター 奈良市三条本町13-1 小・中・特(奈良市教育センター) ０７４２－３６－０４０１第２ 大和郡山教科書センター 大和郡山市北郡山町211-3 小・中(大和郡山市立図書館) ０７４３－５５－６６００第３ 生駒市教科書センター 生駒市辻町238 小・中(生駒市図書会館) ０７４３－７５－５３０３第４ 生駒郡教科書センター 生駒郡三郷町勢野西1-4-4 小・中(三郷町立図書館) ０７４５－３３－３０３０第５ 天理教科書センター 天理市勾田町109-1 小・中(天理市教育総合センター) ０７４３－６３－０３１６第６ 山辺教科書センター 山辺郡山添村春日1770-1 小・中(山添村立やまぞえ小学校) ０７４３－８５－０２００第７ 宇陀市教科書センター 宇陀市榛原萩原2610-1 小・中(宇陀市立中央図書館) ０７４５－８２－４７４９第８ 宇陀郡教科書センター 宇陀郡曽爾村大字今井495-1 小・中(曽爾村教育委員会事務局) ０７４５－９４－２１０４第９ 橿原教科書センター 橿原市小房町11-5 小・中(橿原市立図書館） ０７４４－２９－２１２１第10 桜井教科書センター 桜井市河西31 小・中(桜井市立図書館) ０７４４－４４－２６００第11 奈良県中央教科書センター 磯城郡田原本町秦庄22-1 小・中・高(県立教育研究所) ０７４４－３３－８９００ ・特磯城・高市郡教科書センター 磯城郡川西町結崎32-1 小・中(川西町教育委員会事務局) ０７４５－４４－２６８４第12 大和高田教科書センター 大和高田市西町1-45 小・中(大和高田市立図書館) ０７４５－５２－３４２４第13 五條教科書センター 五條市本町1-1-5 小・中(五條市立図書館) ０７４７－２２－４１３３第14 御所教科書センター 御所市13 小・中(御所市立図書館) ０７４５－６５－２５８０第15 香芝教科書センター 香芝市藤山1-17-17 小・中(香芝市民図書館) ０７４５－７７－１６００第16 葛城教科書センター 葛城市南藤井70-1 小・中(葛城市立新庄図書館) ０７４５－６９－４６４６第17 北葛城教科書センター 北葛城郡上牧町上牧3350 小・中(上牧町役場庁舎) ０７４５－７６－１００１第18 吉野教科書センター 吉野郡吉野町上市2298 小・中(吉野町立吉野小学校) ０７４６－３２－４３３３吉野教科書センター川上分館 吉野郡川上村人知270 小・中(川上村立川上中学校) ０７４６－５２－００１４吉野教科書センター十津川分館 吉野郡十津川村小原707 小・中(十津川村立十津川第一小学校) ０７４６－６２－００３４吉野教科書センター下北山分館 吉野郡下北山村寺垣内1002 小・中(下北山村立下北山小学校) ０７４６８－６－０３０４吉野教科書センター野迫川分館 吉野郡野迫川村北股97-2 小・中(野迫川村山村振興センター) ０７４７－３７－２１０１
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教 学 第 １ ６ ７ 号平成３０年５月１０日各 市 町 村 教 委 教 育 長各 中 学 校 長各 中 等 教 育 学 校 長各 特 別 支 援 学 校 長
奈良県教育委員会教育長

第４０回「少年の主張」奈良県大会～わたしの主張２０１８～

の実施について（通知）このことについて、下記のとおり実施しますので、発表原稿の応募及び発表大会への参加について、よろしくお願いします。 記１ 趣 旨社会や国際的な環境が大きく変化する現代において、次代を担う子どもたちに、物事を論理的に考える力、自分の主張を正しく伝える力、広い視野と柔軟な発想・創造性などを身に付けさせるとともに、大人自身が子どもたちの声を真摯に受けとめる契機とする。２ 主 催奈良県、奈良県教育委員会、奈良県子ども・若者支援団体協議会独立行政法人国立青少年教育振興機構３ 対 象県内の中学生及びそれに相応する学籍又は年齢にある者（国籍は問わないが、日本語で発表できること。）４ 発表原稿の募集(１) 主張内容次の①～③のいずれかの内容で、心からの思いや考えたこと、感銘を受けたことなどを、少年らしい自由でユニークな発想をもって飾り気のない言葉でまとめたもの。① 社会や世界に向けての意見、未来への希望や提案など。② 家庭、学校生活、社会（地域活動）、身の回りのことや友達との関わりなど。

殿
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③ テレビや新聞などで報道されている少年の問題行動、大人や社会の様々な出来事に対する意見や感想、提言など。なお、商業的な固有名詞の使用は極力避けるようにすること。（悪い例：○○県にある○○旅館 良い例：○○県にある旅館）(２) 応募方法等ア 応募原稿(ｱ) 縦書き、Ａ４判400字詰原稿用紙４枚程度（1400字～1800字程度）とする。（発表時間は１人５分程度とし、５分30秒未満の発表になるよう留意すること。）(ｲ) 原稿は本人の自筆（ＨＢより濃い鉛筆を使用）に限る。自筆によることが困難な場合は、この限りでない。(ｳ) 原稿の１行目にタイトル、２行目に学校名及び学年、３行目に氏名を書くこと。(ｴ) 別紙様式による応募票を作成し、原稿１枚目の上部にホチキスで留めること。(ｵ) 応募は、１人１点とし、未発表のものに限る。(ｶ) 各学年の応募は、２０名以内とする。(ｷ) 応募原稿は返却しない。イ 応募期間平成３０年６月１日（金）～平成３０年７月１８日（水）必着ウ 応募方法応募原稿は、個人又は学校・団体で取りまとめの上、下記宛てに送付すること。なお、学校・団体で応募する際には、別紙応募取りまとめ票に記入すること。〒630-8501 奈良市登大路町３０奈良県くらし創造部青少年・社会活動推進課内 「少年の主張」係ＴＥＬ ０７４２－２７－８６１５５ 原稿審査及び発表者の決定(１) 別に定める審査要領により原稿審査を行い、１０点の入賞作品（発表作品）を選定し、発表者を決定する。(２) 発表者には、後日、学校を通じ本人宛てに通知する。６ 発表大会(１) 日 時 平成３０年９月９日（日）午後１時３０分～午後４時２０分(２) 会 場 生駒市コミュニティセンター 文化ホール（生駒市元町１－６－１２）(３) 内 容 入賞者による発表、表彰等(４) 全国大会への推薦発表作品のうち最優秀賞１点を選定し、平成３０年１１月１１日（日）東京で開催の「少年の主張全国大会」発表候補作品として推薦する。
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【別紙】
この部分をホチキスで原稿用紙にとめてください。
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＊応募票の用紙は、Ａ４サイズでお願いします。

（この用紙をコピーして御利用ください。）
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第40回「少年の主張」奈良県大会～わたしの主張2018～

応募取りまとめ票

学校名（団体名）：

応募生徒数 取り組んだ

（各学年２０名以内） 生徒数

３年生 名 名

２年生 名 名

１年生 名 名

合 計 名 名

御担当者氏名：

ＴＥＬ：

ＦＡＸ：

※応募取りまとめ票は、必要事項を記入の上、原稿とともに青少年・社会活動推進

課宛てに提出願います。

※学校又は団体で選考した後に応募する場合は、取り組んだ生徒数を「取り組んだ

生徒数」の欄に記入願います。

※本大会又は応募に関する連絡及び問合せは、担当者様宛てにいたします。



- 44 -

教 学 第 １ ７ ０ 号平成３０年５月１０日各 市 町 村 教 委 教 育 長各 中 学 校 長各 中 等 教 育 学 校 長各 特 別 支 援 学 校 長
奈良県教育委員会教育長

平成３０年度奈良県中学校理科教育研究会

研究総会の開催について（通知）このことについて、下記のとおり開催しますので、関係教員の参加についてよろしくお願いします。 記１ 趣 旨生徒が主体的に取り組む学習を目指した授業の研究及び研究発表を通して、教員の指導力の向上を図り、併せて理科教育の振興・充実に役立てる。２ 主 催奈良県教育委員会、奈良県中学校理科教育研究会３ 期日及び会場平成３０年６月７日（木）奈良市立平城西中学校４ 参加対象者県内中学校、中等教育学校前期課程及び特別支援学校中学部の教員５ 日 程１２：００～１２：１０ 日程説明１２：１５～１３：２５ 総会１３：３５～１４：２５ 公開授業

殿
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１４：３５～１５：０５ ブロック別研究協議１５：１５～１５：５０ 研究協議１６：００～１６：２０ 指導助言とまとめ１６：２０～１６：３０ 閉会行事６ 内 容（１） 公開授業学 年 単 元 名 指 導 者第１学年 植物のくらしとなかま 手操 一成第２学年 動物の生活と生物の進化 木根 弘次（２） 研究協議協議題 中学校における理科教育について～奈良県公立高等学校入学者選抜学力検査問題の考察から～（３） 指導助言者奈良教育大学 教授 森本 弘一県教育委員会事務局学校教育課 指導主事 真井 克子県教育委員会事務局学校教育課 指導主事 富倉 勇７ 参加申込み平成３０年４月５日付け週報第２２９１号掲載の参加基本様式により、職名、氏名を記入の上、平成３０年５月２９日（火）までに下記宛てＦＡＸで申し込むこと。斑鳩町立斑鳩南中学校 教諭 太田 重浩ＦＡＸ ０７４５－７４－５９７８
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教 学 第 １ ８ ４ 号平成３０年５月１０日各 市 町 村 教 委 教 育 長各 小 ・ 中 学 校 長各 中 等 教 育 学 校 長各 特 別 支 援 学 校 長
奈良県教育委員会教育長

平成３０年度奈良県図画工作・美術教育研究会

総会の開催について（通知）このことについて、下記のとおり開催しますので、関係職員の参加についてよろしくお願いします。 記１ 趣 旨図画工作・美術教育に関する指導についての理解を深め、今後の教育活動に役立て、図画工作・美術教育の一層の充実を図る。２ 主 催奈良県教育委員会、奈良県図画工作・美術教育研究会３ 期日及び会場平成３０年６月１日（金）奈良県文化会館 奈良市登大路町６－２４ 参加対象者県内小学校、中学校、中等教育学校前期課程及び特別支援学校小・中学部の教員５ 日 程１３：３０～１４：１５ 総 会１４：２０～１５：００ 実践発表１５：００～１５：１５ 研究協議１５：２０～１６：３０ 講演

殿
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１６：３０～１６：４０ 閉会行事６ 内 容(１) 実践発表「アートデイ－繋がりとコミュニケーション－」奈良市立富雄南小学校 喜多 京司「斑鳩を愛する子どもに－『ふるさとかるた』からの出発－」斑鳩町立斑鳩中学校 池端 倫子(２) 講 演演題 「教育改革にどう向き合うか－美術教育における『遊び』をめぐる実践・研究からの示唆を踏まえて－」講師 奈良教育大学 教授 宇田 秀士７ 参加申込み平成３０年４月５日付け週報２２９１号掲載の参加基本様式により、職名、氏名を記入の上、平成３０年５月２５日（金）までに下記宛てＦＡＸで申し込むこと。奈良市立京西中学校 教諭 久保 慶議ＦＡＸ ０７４２－４５－９４０６
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教 生 第 ３ ５ 号平成３０年５月１０日各 市 町 村 教 委 教 育 長各 小 学 校 長
奈良県教育委員会教育長

平成３０年度第４０回奈良県小学校生徒指導研究会総会

並びに研究集会の開催について（通知）このことについて、下記のとおり開催しますので、関係職員の参加についてよろしくお願いします。 記１ 趣 旨「豊かな人間性を育てる生徒指導はいかにあるべきか」を研究主題とし、全校体制で取り組む生徒指導の実践について情報交換・研究協議を行い、生徒指導の充実に役立てる。２ 主 催奈良県教育委員会、奈良県小学校生徒指導研究会３ 日時及び会場平成３０年６月４日（月） １４：００～１６：４５県立教育研究所 中講座室１ 磯城郡田原本町秦庄２２－１４ 参加対象者県内小学校の校長、教頭、生徒指導担当者、学級担任等５ 日 程１４：００～１４：２０ 開会行事１４：２０～１５：００ 総会１５：００～１６：００ 研究発表・研究協議１６：００～１６：３０ 指導助言とまとめ１６：３０～１６：４５ 閉会行事

殿
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６ 研究発表発表題 「全校体制で取り組む生徒指導」発表者 奈良市立平城小学校 教諭 山本 博樹７ 指導助言県教育委員会事務局生徒指導支援室 指導主事 中島 利絵８ 参加申込み・問合せ参加に際し、申込みは特に必要ない。問合せは下記担当まで。大和郡山市立筒井小学校 教諭 岸田 誠治ＴＥＬ ０７４３－５９－２０８７
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教 生 第 ４ ２ 号平成３０年５月１０日各 市 町 村 教 委 教 育 長各 公 立 学 校 （ 園 ） 長
奈良県教育委員会教育長

スクールカウンセリングカウンセラーの派遣について（通知）このことについて、下記のとおり実施しますので、関係者へ周知するとともに、活用についてよろしくお願いします。 記１ 趣 旨教職員・保護者などに対し、不登校・いじめ等の悩みや問題について専門的な立場から指導・助言をするため、学校・教育委員会等の要請に応じて医師、大学教員、臨床心理士等を派遣する。２ 派遣対象県内の公立学校（園）３ 実施内容(１) 事例研究会（ケース会議）及び研修会での指導・助言(２) 教職員に対する幼児児童生徒の不登校・いじめ対応等への支援・指導の在り方についての相談(３) 保護者に対する幼児児童生徒の不登校・いじめ対応等に関する相談４ 派 遣(１) 派遣を希望する場合は、事前に県教育委員会事務局生徒指導支援室と日時についての連絡調整を行った上、市町村立学校（園）長は様式１により、県立学校長は様式２により、県教育委員会事務局生徒指導支援室長（以下「生徒指導支援室長」という。）宛てに要請すること。(２) 生徒指導支援室長は、派遣要請書に基づきスクールカウンセリングカウンセラーを派遣する。

殿
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５ 実施場所実施場所は、学校（園）又は市町村庁舎内に設置されている教育相談室、公民館等の公共施設とする。６ 実施報告実施後、学校（園）長は生徒指導支援室長宛てに、実施状況について報告する。７ 派遣に要する経費県教育委員会が負担する。
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様式１ （市町村立学校（園）用）スクールカウンセリングカウンセラー派遣要請書 第 号平成 年 月 日生徒指導支援室長 殿 学校（園）名校（園）長名 印このことについて、下記のとおり派遣を要請します。記学校（園）名 派遣希望日 年 月 日（ ）派 遣 場 所 学級担任氏名幼児児童生徒氏名 学 年 性 別相 談 概 要 事例研究会、教職員との相談、保護者との相談（○印を付けてください）

第 号平成 年 月 日奈良県教育委員会事務局生 徒 指 導 支 援 室 長 殿上記のとおり要請がありましたので申請します。 教育委員会名教 育 長 名 印
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様式２ （県立学校用）スクールカウンセリングカウンセラー派遣要請書 第 号平成 年 月 日生徒指導支援室長 殿 学校名校長名このことについて、下記のとおり派遣を要請します。記学 校 名 派遣希望日 年 月 日（ ）派 遣 場 所 学級担任氏名児童生徒氏名 学 年 性 別相 談 概 要 事例研究会、教職員との相談、保護者との相談（○印を付けてください）



- 54 -

教 生 第 ４ ９ 号平成３０年５月１０日各 市 町 村 教 委 教 育 長各 学 校 長
奈良県教育委員会教育長

平成３０年度新任管理職アンガーマネージメント研修会

開催について（通知）このことについて、下記のとおり開催しますので、関係者に周知されるとともに参加についてよろしくお願いします。 記１ 目 的教員の児童生徒に対する理解を深め、問題行動等に対する予防的視点に立った支援や、きめ細かな個別の支援を充実させるためにアンガーマネージメントの手法を活用して、学校全体として統一された系統性のあるプログラムの構築と実践の推進を図る。また、学校全体でアプローチを行うことで、全教員が適宜適切な指導と支援が行える体制の構築を目指す。２ 日時及び対象平成３０年６月１５日（金） 【午前の部】１０時００分～１２時００分 新任校長【午後の部】１４時００分～１６時００分 新任教頭３ 場 所県立教育研究所 大講座室 磯城郡田原本町秦庄２２－１４ 参加者県内小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の新任管理職５ 日 程【午前の部】９：３０～１０：００ 受付１０：００～１０：１０ 研修説明

殿
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１０：１０～１２：００ 研修「生徒指導におけるアンガーマネージメントの理解と実践について」【午後の部】１３：３０～１４：００ 受付１４：００～１４：１０ 研修説明１４：１０～１６：００ 研修「生徒指導におけるアンガーマネージメントの理解と実践について」６ 研修講師滋賀刑務所 教育専門官 小西 好彦 氏７ 参加申込み平成３０年４月５日付け週報第２２９１号掲載の参加基本様式により、平成３０年６月１日（金）までに下記宛てＦＡＸで申し込むこと。県教育委員会事務局生徒指導支援室 生徒指導係ＴＥＬ ０７４２－２７－５４３５ＦＡＸ ０７４２－２７－１０２１



- 56 -

教 体 第 ８ ３ 号平成３０年５月１０日各 市 町 村 教 委 教 育 長各 小 学 校 長 殿各 特 別 支 援 学 校 長
奈良県教育委員会教育長

平成３０年度奈良県小学校体育研究会前期研究大会の

開催について（通知）このことについて、下記のとおり開催しますので、関係教員の参加についてよろしくお願いします。 記１ 趣 旨「豊かな『つながり』を大切にした、深い学びのある体育学習」を研究主題にすえ、小学校における体育教育の一層の充実を期するため、学校体育指導者としての資質の向上を図る。２ 主 催奈良県教育委員会、奈良県小学校体育研究会３ 期 日平成３０年６月１２日（火）４ 会 場生駒市立生駒小学校５ 参加対象者県内小学校及び特別支援学校小学部の教員６ 日 程１４：００～１４：４５ 公開授業１５：００～１５：１５ 全体会１５：１５～１６：４５ 講演会
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７ 公開授業学年 領域及び題材名 場 所 指導者第２学年 ゲーム 運動場 松本 亜香里「ボンバーゲーム」第４学年 保健 理科室 瀧口 亮介「育ちゆく体とわたし」第６学年 ボール運動 体育館 伊勢木 崇宏「アルティメット」＊雨天時は、運動場での公開は中止する。８ 講 演講師 大阪教育大学 准教授 井上 功一演題 「体育の授業づくり ～新学習指導要領からの視点も含めて～」９ 参加申込み平成３０年４月５日付け週報第２２９１号掲載の参加基本様式により、職名、氏名、担当学年等（(Ａ)項目欄）を記入の上、６月１日（金）までに下記宛て郵送又はＦＡＸで申し込むこと。〒635-0822 奈良県北葛城郡広陵町平尾５４２広陵町立広陵西小学校内 大住 奈美ＴＥＬ ０７４５－５５－２３８８ＦＡＸ ０７４５－５５－６８３８
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教 体 第 ８ ５ 号平成３０年５月１０日各 市 町 村 教 委 教 育 長各 学 校 （ 園 ） 長
奈良県教育委員会教育長

平成３０年度文部科学省補助事業

学校におけるプ－ルに関する保健衛生管理研修の開催について（通知）このことについて、下記のとおり開催しますので、関係職員の参加についてよろしくお願いします。 記１ 趣 旨水泳プールにおける安全衛生管理及び事故防止対策について研修し、水泳プール管理者の資質の向上を図る。２ 主 催公益財団法人日本学校保健会３ 共 催奈良県学校保健会、奈良県教育委員会４ 日 時平成３０年５月２４日（木） 開場１２時 開会１３時１０分 終了１６時３０分５ 場 所奈良県社会福祉総合センター 奈良県橿原市大久保町３２０－１１６ 参加対象者保健体育科教諭、プール管理担当者、養護教諭、保健主事、管理職、学校薬剤師、学校医、学校歯科医、教育委員会関係者等７ 定員 ４００名（申込み先着順・定員に達し次第受付締切）８ 日程・内容等１３：１０～１３：２０ 開会行事

殿



- 59 -

１３：２０～１３：５０ 主旨説明 文部科学省初等中等教育局建康教育・食育課 担当官１３：５０～１４：５０ 講演１ 「プールの保健衛生管理上の課題」講師 法政大学スポーツ健康学部教授 鬼頭 英明１４：５０～１５：００ 休憩１５：００～１６：００ 講演２ 「プールの施設管理上の課題」講師 日本プールアメニティ協会専務理事 中村 克彦１６：００～１６：２０ 講演３ 「学校におけるプール活動の組織管理」講師 さいたま市立常磐中学校校長 山下 誠二１６：２０～１６：３０ 質疑応答９ 参加申込み（１） 国立・私立学校：別紙様式１により奈良県教育委員会事務局保健体育課宛てＦＡＸで申し込むこと。（２） 県立学校：別紙様式１により奈良県教育委員会事務局保健体育課宛てＦＡＸで申し込むこと。（３） 市町村立学校（園）：別紙様式２により各市町村教育委員会宛て申し込むこと。各市町村教育委員会は別紙様式３により取りまとめ、奈良県教育委員会事務局保健体育課宛て提出すること。10 申込先奈良県教育委員会事務局保健体育課 健康・安全教育係（担当：高田 大介）ＴＥＬ ０７４２－２７－９８６２ＦＡＸ ０７４２－２２－３９９５11 その他会場の駐車台数には制限があるので、公共の交通機関を利用すること。
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《別紙》様式１
奈良県教育委員会事務局 保健体育課 健康・安全教育係 行奈良県教育委員会事務局 保健体育課 健康・安全教育係 行奈良県教育委員会事務局 保健体育課 健康・安全教育係 行奈良県教育委員会事務局 保健体育課 健康・安全教育係 行ＦＡＸＦＡＸＦＡＸＦＡＸ ０７４２－２２－３９９５０７４２－２２－３９９５０７４２－２２－３９９５０７４２－２２－３９９５５月１７日（木）までに御回答いただきますようお願いします。５月１７日（木）までに御回答いただきますようお願いします。５月１７日（木）までに御回答いただきますようお願いします。５月１７日（木）までに御回答いただきますようお願いします。送付状は不要です。この用紙のみ送信してください。送付状は不要です。この用紙のみ送信してください。送付状は不要です。この用紙のみ送信してください。送付状は不要です。この用紙のみ送信してください。

平成３０年度文部科学省補助事業平成３０年度文部科学省補助事業平成３０年度文部科学省補助事業平成３０年度文部科学省補助事業

「学校における水泳プールの保健衛生管理」研修会「学校における水泳プールの保健衛生管理」研修会「学校における水泳プールの保健衛生管理」研修会「学校における水泳プールの保健衛生管理」研修会

〔平成３０年５月２４日（木）13:10～16:30〕〔平成３０年５月２４日（木）13:10～16:30〕〔平成３０年５月２４日（木）13:10～16:30〕〔平成３０年５月２４日（木）13:10～16:30〕

参 加 申 込 書参 加 申 込 書参 加 申 込 書参 加 申 込 書

所属名所属名所属名所属名

職 名 氏 名
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《別紙》様式２
管轄の市町村教育委員会 学校保健主管課 行管轄の市町村教育委員会 学校保健主管課 行管轄の市町村教育委員会 学校保健主管課 行管轄の市町村教育委員会 学校保健主管課 行ＦＡＸＦＡＸＦＡＸＦＡＸ５月 日（ ）までに御回答いただきますようお願いします。５月 日（ ）までに御回答いただきますようお願いします。５月 日（ ）までに御回答いただきますようお願いします。５月 日（ ）までに御回答いただきますようお願いします。送付状は不要です。この用紙のみ送信してください。送付状は不要です。この用紙のみ送信してください。送付状は不要です。この用紙のみ送信してください。送付状は不要です。この用紙のみ送信してください。
平成３０年度文部科学省補助事業平成３０年度文部科学省補助事業平成３０年度文部科学省補助事業平成３０年度文部科学省補助事業

「学校における水泳プールの保健衛生管理」研修会「学校における水泳プールの保健衛生管理」研修会「学校における水泳プールの保健衛生管理」研修会「学校における水泳プールの保健衛生管理」研修会

〔平成３０年５月２４日（木）13:10～16:30〕〔平成３０年５月２４日（木）13:10～16:30〕〔平成３０年５月２４日（木）13:10～16:30〕〔平成３０年５月２４日（木）13:10～16:30〕

参 加 申 込 書参 加 申 込 書参 加 申 込 書参 加 申 込 書

所属名所属名所属名所属名

職名 参加者氏名
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《別紙》様式３ 市・町・村 №（ ）平成３０年度「学校における水泳プールの保健衛生管理」研修会参加者名簿所属 職名 氏 名 備考１２３４５６７８９1011121314151617181920
締切 ５月１７日（木）
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教 体 第 ８ ６ 号平成３０年５月１０日各 市 町 村 教 委 教 育 長各 小 ・ 中 学 校 長各 中 等 教 育 学 校 長各 特 別 支 援 学 校 長
奈良県教育委員会教育長

平成３０年度「歯を守る図画・ポスター・標語コンクール」

について（通知）このことについて、下記のとおり実施しますので、図画・ポスター・標語の応募についてよろしくお願いします。 記１ 趣 旨歯と口の健康週間を含む６月中に、県内の小・中学生を対象に歯を守る図画・ポスターを広く募集し、歯科疾患の予防等口腔の衛生に対する意識を高めることを目的とする。２ 主 催奈良県、奈良県教育委員会、一般社団法人奈良県歯科医師会３ 募集内容(１) 募集作品歯を守る図画・ポスター(２) 対象① 小学校低学年（図画）の部県内小学校（特別支援学校小学部を含む。）の１年生～３年生の児童② 小学校高学年（ポスター）の部県内小学校（特別支援学校小学部を含む。）の４年生～６年生の児童③ 中学校（ポスター）の部県内中学校（特別支援学校中学部及び中等教育学校前期課程を含む。）の生徒

殿
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④ 標語の部県内小学校及び県内中学校（特別支援学校小学部及び中学部、中等教育学校前期課程を含む。）全学年の児童及び生徒図画・ポスターにかかれた標語を審査の対象とする。(３) 募集方法各学校において優秀作品を選定の上、応募すること。① 作品内容ア 画用紙の大きさは、Ｂ３判（４つ切）に限定する。イ 提出作品（図画・ポスター）には、できるだけ歯と歯周（歯ぐき）に関する自作の標語を入れること。（口腔保健向上に寄与するユニークな表現を考え、「虫歯」ではなく「むし歯」と標記すること。）② 作品の提出方法ア 応募作品数は、各学校１２点以内（厳守）とする。イ 作品の提出に当たっては、様式１の送付票及び様式２の応募票を使用し、学校名、学年、氏名、ふりがなを明記すること。ウ 応募票のうち１枚は、作品裏面右下にのり付けし、残り１枚は様式１の送付票とともに送付すること。エ １名につき１点とし、１点を複数名で作成することは認めない。オ 様式２の貼付に当たっては、作成者と記載氏名の整合性を確認すること。(４) 提出先〒630-8002 奈良市二条町２丁目９－２一般社団法人 奈良県歯科医師会事務局ＴＥＬ ０７４２－３３－０８６１(５) 提出期限平成３０年７月１２日（木）(６) 著作権等応募された作品の著作権は主催者に帰属する。作品は学校単位で平成３１年２月以降に返却する。４ 審査・表彰主催者は、厳正な審査を行い、優秀と認められた作品に対し、次の賞を贈り表彰する。(１) 特選奈良県知事賞、奈良県教育長賞及び奈良県歯科医師会長賞各部門各１名（４部門各１名計１２名）
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(２) 入選奈良県歯科医師会長賞図画の部・ポスターの部 各６名程度(３) 佳作奈良県歯科医師会長賞図画の部・ポスターの部 各８名程度(４) 図画の部・ポスターの部特選の作品３点（図画１点、ポスター２点）は、日本学校歯科医会主催の「歯・口の健康に関する図画・ポスターコンクール」に出品する。(５) 標語の部特選の作品１点は、日本歯科医師会主催の「歯・口の健康啓発標語コンクール」に出品する。(６) 表彰式は、「なら歯と口腔の健康づくりフェスティバル」の際に行う。（平成３０年１１月１１日（日） 於：リーベル王寺 実施予定）５ その他作品応募者全員に参加賞を贈る。
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（様式１） 第 号平成３０年 月 日奈良県歯科医師会長 殿 学 校 名学校長名 印平成３０年度 歯を守る図画・ポスター応募について標記について、次のとおり提出します。番号 学 年 氏 名（上段にはふりがなを記載）１２３４５６７８９１０１１１２
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（様式２） の り し ろ＜ 応 募 票 （ 送 付 用 ） ＞
学 校 名学 年ふりがな氏 名

--------------------------------------きりとりせん-----------------------------------＜ 応 募 票 （ 作 品 裏 面 用 ） ＞
学 校 名学 年ふりがな氏 名

※ 応募票２枚のうち１枚は作品裏面右下にのり付けし、残り１枚は、様式１とともに送付してください。
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＜ 記 入 例 ＞ ＜ 応 募 票 ＞国 立学 校 名 ○ ○ 市・町・村 立 △ △ 小学校私 立学 年 第 学 年ふりがな な ら たろう氏 名 奈 良 太 郎
（注意事項）１ 応募票は、日本工業規格Ａ４判の半分の大きさとし、応募票記入例を参考に応募者１名につき２枚作成して下さい。（学年の記入にあたっては、算用数字を用いてください。）２ 応募票２枚のうち１枚は、必要事項を記入のうえ作品の裏面右下にのり付けしてください。３ 応募票の残りの１枚は、学校名の上にのりしろ分を残し、作品とともに送付してください。
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教 研 第 １ １ ４ 号平成３０年５月１０日各 市 町 村 教 委 教 育 長各 園 長
奈良県教育委員会教育長

平成３０年度「奈良県幼児の運動能力等実態調査」

実施連絡会の開催について（通知）このことについて、下記のとおり開催しますので、関係教職員の参加についてよろしくお願いします。 記１ 目 的幼児の運動能力等の実態調査を円滑に進めるため、調査実施幼稚園・認定こども園・保育所に対し、調査方法及び運動能力の向上につながる運動遊びとその工夫等についての説明を行う。２ 日時及び会場平成３０年５月３０日（水） １３：３０～１４：３０県立教育研究所 磯城郡田原本町秦庄２２－１３ 参加対象者幼児の運動能力等実態調査を実施又は検討している幼稚園、認定こども園及び保育所の教職員４ 内 容(１) 調査の概要と調査方法について(２) 奈良県小学生の体力テストの現状と運動遊びの工夫について(３) 幼児向け運動・スポーツプログラムの普及について５ 参加申込み平成３０年４月５日付け週報第２２９１号掲載の参加基本様式により、職名、氏名を記入の上、平成３０年５月２８日（月）までに下記宛て郵送又はＦＡＸで申し込むこと。

殿
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〒636-0343 磯城郡田原本町秦庄２２－１県立教育研究所教育経営部 教育企画係ＴＥＬ ０７４４－３３－８９０２ＦＡＸ ０７４４－３３－８９０９
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教 研 第 １ １ ５ 号平成３０年５月１０日各 市 町 村 教 委 教 育 長各 園 長
奈良県教育委員会教育長

平成３０年度幼稚園教育理解推進事業（奈良県協議会）

全体会の開催について（通知）このことについて、下記のとおり開催しますので、関係教職員の参加についてよろしくお願いします。 記１ 趣 旨幼稚園教育理解推進事業を受け、奈良県において幼稚園教育の振興・充実を図るため実施する奈良県協議会の取組の成果と今年度の研究に向けての協議主題を共有する。２ 期日及び会場平成３０年５月３０日（水）県立教育研究所 磯城郡田原本町秦庄２２－１３ 参加対象者幼稚園・認定こども園・保育所の教職員及び市町村幼稚園・保育所所管課担当者４ 日程及び内容１５：００～１５：１０ 開会行事１５：１０～１５：４０ 平成３０年度幼稚園教育理解推進事業（奈良県協議会）事業説明１５：４０～１６：５０ 講演１６：５０～１７：００ 閉会５ 講 演講師 ＮＰＯ法人奈良県防災士会 理事長 植村 信吉演題 「災害に備える防災の基本（仮）」

殿
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６ 参加申込み平成３０年４月５日付け週報第２２９１号掲載の参加基本様式により、職名、氏名を記入の上、平成３０年５月２４日（木）までに下記宛て郵送又はＦＡＸで申し込むこと。ただし、参加者は各所属２名までとする。〒636-0343 磯城郡田原本町秦庄２２－１県立教育研究所教育経営部 教育企画係ＴＥＬ ０７４４－３３－８９０２ＦＡＸ ０７４４－３３－８９０９
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教 研 第 １ １ ６ 号平成３０年５月１０日各 市 町 村 教 委 教 育 長各 園 長 殿各 特 別 支 援 学 校 長
奈良県教育委員会教育長

平成３０年度第１回就学前教育職員研修会

の開催について（通知）このことについて、下記のとおり開催しますので、関係職員の参加についてよろしくお願いします。 記１ 目 的就学前教育に関係する職員の合同研修会を開催し、県内の保育所、幼稚園及び幼保連携型認定こども園の連携推進や子ども一人一人の人権を尊重する保育の充実を図る。２ 主 催奈良県、奈良県教育委員会３ 期日及び会場平成３０年５月３１日（木）県立教育研究所 磯城郡田原本町秦庄２２－１４ 参加対象者幼稚園及び特別支援学校幼稚部の教員、保育所保育士、幼保連携型認定こども園保育教諭、各市町村幼稚園及び保育所並びに幼保連携型認定こども園主管課担当者５ 日程及び内容１４：００～１４：１０ 開会行事１４：１０～１４：４０ 事業の趣旨説明及び新しい教育要領・保育指針の方向性について１４：４０～１５：１０ 乳幼児の保育・教育について１５：１０～１５：４０ 就学前から小学校への接続について
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１５：４０～１６：２０ グループ討議１６：２０～１６：３０ 閉会行事６ 参加申込み平成３０年４月５日付け週報第２２９１号掲載の参加基本様式により、職名、氏名を記入の上、平成３０年５月２８日（月）までに下記宛て郵送又はＦＡＸで申し込むこと。〒636-0343 磯城郡田原本町秦庄２２－１県立教育研究所教育経営部 教育企画係ＴＥＬ ０７４４－３３－８９０２ＦＡＸ ０７４４－３３－８９０９


